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者

児童 改善策(説明)
学校関係者評価委員から

（評価）

1
児童は、相手に届く声で話したり音読したりしてい
る。

Ｂ Ａ Ａ

2
児童は、文字を丁寧に書いている。（下敷き・消しゴ
ムを上手に使う）

Ｃ Ｂ Ｂ

3
児童は、進んで家庭での学習に取り組んでいる。
（塾等での学習を含めて〔１０×学年〕分）

Ｂ Ｂ Ｂ

4
学校（教員）は、わかりやすい授業に努めている。
（めあての明示、児童が自分の言葉でまとめる授業の
展開）

Ａ Ａ Ａ

5
学校は、学習内容が子供に身に付くように努めてい
 る。

Ａ Ａ Ａ

6児童は、自分から目を見て挨拶している。 C Ｂ Ａ

7
児童は、相手を思いやるやさしい言葉づかいをしてい
る。

Ｂ Ｂ Ｂ

8
児童は、集団のために活動している。
（係活動、当番活動、清掃など）

A Ａ Ａ

9児童が学校は楽しいと思えている。 Ａ Ａ

10
児童にいじめを許さない心を育てるとともにいじめの
早期発見・早期対応に努める。

Ａ

11
内面を高めていく道徳授業の展開。
道徳的実践力を高める指導。

Ｂ

12学校は、児童が安心して過ごせる環境を作っている。 A Ａ Ａ

13
児童は、何事にもあきらめずに最後まで取り組んでい
る。

Ｂ Ｂ Ａ

14児童は、進んで運動に取り組んでいる。 Ｂ Ｂ Ａ

15
児童は、早寝・早起きをし朝ごはんを食べて登校して
いる。

Ｂ Ａ Ａ

16
児童は、交通ルールを守り、安全な歩行・自転車乗車
をしている。

Ｂ Ａ Ａ

17
学校は、体力を向上させるための指導や環境づくりに
取り組んでいる。

Ｂ Ａ Ａ

18
学校は、児童の安全確保に努めている。（安全指導、
清掃、修繕等）

Ａ Ａ Ａ

19
学校は、学校公開、授業参観・懇談会、学校だよりや
学年だよりなどで学校や教育活動の様子がわかるよう
にしている。

Ａ Ａ Ａ

20
学校は、保護者が教員に相談しやすい環境をつくって
いる。

A Ａ Ａ

21学校は、保護者や地域との連携に努めている。 Ｂ Ａ Ａ

22
学校は、学年・行事等の会計を適切に処理し報告して
いる。

Ａ Ａ

23
全教職員で学校経営方針に基づき組織的に教育活動を
進めている。

Ａ

24
教職員が組織の一員として自分のよさを発揮して勤務
している。

Ｂ

25
教職員が積極的に研修に取り組むとともに、自己研鑚
に努めている。
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か
し
こ
い
子

・聞く人・読む人を意識して、届く声・ていね
いな文字の指導をしてきた。引き続き指導を
要する。
・学習内容の定着を図るため、また家庭学
習の量的な拡大を図るためにＳＳＶＣの支援
を受けるようにした。
・算数を中心に単元を通じてわかりやすく指
導することを研究してきた。児童アンケート
で「勉強がすきだ」と回答している児童は８
７．２％であり、４月県調査でも学習する理由
に「楽しい・好きだから」という回答が県平均
より１０～２２ポイント高く、主体的に学べるよ
うに導いている成果の表れと考えられる。

・授業を丁寧にやっていること
がよくわかった。授業に関す
る評価項目がよい評価になっ
ており、先生方が自信をもっ
てやっているのがよい。ベテラ
ンの先生の授業が大変素晴
らしい。
・教室の掲示物がわかりやす
く視覚に訴える掲示になって
おり、ユニバーサルデザイン
への取り組みがよくなされて
いる。

や
さ
し
い
子

・挨拶については、児童会活動と連携し主
体的に取り組めるように計画的に指導してき
た。（全学級が取り組む挨拶運動、児童会
の挨拶運動、中学生との挨拶運動等）進ん
で挨拶ができるよう指導を継続する必要が
ある。
・言葉づかいの指導と合わせて人権教育を
進めた。いじめ等の防止のために年３回の
アンケート調査、年２回のＱＵテストを分析し
活用した。第２回ＱＵテスト結果からは、取り
組みによるものと考えられる改善が多く見ら
れた。
・道徳授業の充実、学級活動の活性化を図
り、自己有用感を高める取り組みを進めたこ
との成果が項目８及び項目９に表れている。

・挨拶は、気持ちの良い挨拶
ができる子が増えているように
感じるが、通学班集合場所で
の挨拶の習慣ができるとよ
 い。
・言葉づかいは、気になる。引
き続き指導に力を入れてほし
 い。
・上級生が下級生を気遣うと
いうよい流れ・伝統ができてお
り、集団のために活動でき学
校が楽しいと思えている児童
が多いことは素晴らしい。
・なかよしランチは、よい取り
組みだと思う。

た
く
ま
し
い
子

・「まじめな行動」を重点として清掃にも取り
組ませている。教員の見届けと評価で児童
は意欲的に取り組んでいる。
・運動のカード等により意欲化を図るとともに
校庭整備、運動の場づくりを進め、体力向
上を図っている。体力テストの結果では、県
目標値を上回っているが、数値は昨年度よ
り下がってきているので対策を検討する。
・安全確保のため、点検をこまめに行いその
都度対処している。引き続き施設管理、安
全指導に努めていく。交通安全に関して
は、今年度は交通事故０を継続しているが
危険な状況がまだ見られる。引き続きしっか
り指導していきたい。

・早寝早起き朝ごはんの項目
で、できていないとの回答が
児童・保護者とも数％あり、心
配である。家庭への啓発が必
要であろう。
・交通ルールの遵守、自転車
の乗り方指導等、交通事故防
止に引き続き取り組む必要が
ある。
・交通安全のため３年生まで
黄色帽子を着用させたい。

公
開
・
連
携

・学校だより、学年便り、各種通知文書等に
より、教育活動を伝えるとともに理解・協力を
求め、教育活動の充実に努めた。
・家庭訪問、個人面談、さらに適宜、面談、
電話連絡等を行い連携を深めた。
・親子活動、地域との連携行事を進めた。親
子活動の内容の充実が図れた。
・会計は毎年度、管理職とＰＴＡ役員で
チェックしている。

・地域と連携した教育活動が
幅広く展開されており、ぜひ
継続してほしい。
・様々な課題の解決にあた
り、保護者と教員、教員同士
がよく連携できていて良い。

教
職
員

・全教職員で共通理解を図り、組織としてま
とまった教育活動ができた。
・学校研究に意欲的に取り組み授業研究を
深めたことが授業改善に結びついている。
・教職員の在校時間管理にタイムカードが
導入され、職務の効率化の意識は高まっ
た。引き続き負担軽減を検討していく。

・学校の負荷が大きくなって
いる。先生方がゆとりを持てる
ように、先生方の働く環境がよ
くなってほしいと願う。


